
 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇地域をいかした教育活動 
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３月１日（月）、晴天のもと卒業式が行

われました。式は厳粛な雰囲気の中で、３

年生７名に卒業証書が授与され、それぞ

れの新たな進路に歩みだしました。 

ご卒業おめでとうございます。 

 

 

      地域貢献及びボランティア活動の推進を

目指して、民間交番「関の子広場」で主催し

ている関の子ボランティア（勿来駅前清掃）

に勿来高校生と一緒に参加しています。   

普段から利用している駅周辺のごみ拾いを

積極的に行いました。これからも地域の一

員として様々な活動に参加していきます。 

  

 

 

いわき市のＮＰＯ法人勿来まちづくりサポートセンターが

運営する施設「交流スペース勿来（なっくる）」の壁面を活用し、

くぼた校と勿来高校の生徒が「壁面アート」に挑戦しました。 

 くぼた校の生徒が白色ペンキを塗って下地を作り、勿来高校

の生徒が勿来の関の桜やいわきの海、ハイビスカスなどを描き

ました。両校が制作した「壁面アート」をきっかけに地域住民

の交流がさらに深まることを願っています。 

 



 

〇企業と連携した作業学習 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

〇外部講師をいかした教育活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

オリンピック・パラリンピック教育推進事業と

して講演会を実施しました。今回は、株式会社さ

んしゃいんクレハで働きながら車いす陸上に取り

組む現役アスリート、矢内菜々美さんを講師にお

招きしました。車いすの体験や競技の魅力につい

て、様々なお話をいただき、生徒たちは興味津々

でした。 

 

 地域の企業ファミリー窪田店、マルトＳＣ窪田店、マルト管理本部、勿来ランドリーに御

協力をいただき、産業現場で作業学習をさせていただきました。働く人々を間近で見なが

ら、就労するために必要な力について考えて取り組みました。 

薬物乱用防止指導員石田冴子様を講師に招

いて実施しました。薬物で検挙される人が、い

わき市は福島県で１番目に多いそうです。  

「1 回だけが命取りに。もとには戻れないとい

うことを知ってほしい。」と。生徒たちは、自分

の命を大切にしたいという気持ちを強く持っ

たようです。 

 

未曾有の被害をもたらした東日本大震災の発生から 10 年を迎え

ました。この震災の教訓を活かし、本校においては日頃より防災教

育や放射線教育に取り組んでいます。 

今回、福島県防災士会の防災士を講師としてお招きし、地震及び

火災を想定した避難訓練と併せて支援が必要な方を安全に避難さ

せる方法を学ぶことをねらいとした訓練をくぼた校と勿来高校合

同で実施しました。この取り組みはテレビでも報道されました。 

 


